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■標準型のカリキュラム〈学習の内容・目標と評価の観点〉           

 第４学年   第３･４学年㊦ 

 

学 
期 

時 
間 

指導
要領 

めあてと
重点活
動 

題
材
名 

学習の内容 評価の観点 主な材料・用具 小・中一貫の視点 

１
学
期
・
20
時
間 

２
～
６
時
間 

 

教
科
書
８
・９
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵 

絵
の
具
遊
び
か
ら
思
い
つ
い
た
こ
と
を 

か
い
て
た
の
し
む 

絵
の
具
で
遊
ん
で
「自
分
い
ろ
が
み
」 

☆心を開いて友達のことを知り、材料をたのし

む題材である。 

ここでは、筆を使った技法以外の絵の具での

遊び方を提示し、模様づくりや表現などをたのし

みながら、でき上がったものを「自分いろがみ」と

してストックする内容である。 

発展として「エリックカールの『はらぺこあおむ

し』」のようなコラージュによるキャラクターづくり

や、さらにその発展として、そのキャラクターから

単純なお話づくりをして絵として表現してもよい。

また、「自分いろがみ」は今後の表現材料として

取っておくと、さまざまな場面で活用できる。 

関：いろいろな用具を使って、絵の具の様々な

表現効果や用具の可能性に関心をもち、表

現をたのしむ。 

発：様々な表現効果の美しさやおもしろさを味わ

い、それをもとに発想を広げる。 

創：筆以外の用具の扱いに慣れ親しみながら工

夫する。 

鑑：お互いの表し方の工夫やおもしろさを味わ

う。 

［共］ 絵の具遊びを通して、形や色の組み合わ

せをとらえ、自分の表したいイメージをも

つ。 

教師：画用紙、色

画用紙、ぼかし

網、トレイ 

児童：水彩用具一

式、新聞紙、ス

トロー、歯ブラ

シ、スポンジ、

ビー玉、その他

の身辺材料 

様々な形や色による表現から、イメー

ジを広げる題材である。３年生の「絵の

具と水のハーモニー」から続く系統の題

材で、高学年の「めざせ、ローラーの達

人」へとつながっていく内容である。 

ここでは絵の具を使った様々な技法

をいろいろと試して、それぞれの技法の

習得をねらいとしている。 

中学校では、知識として、モダンテク

ニック、ドリッピング、スパッタリング、デ

カルコマニーなどの言葉で学習する内

容であるが、技法としてはこの題材で習

得し、以降自分の表現として生かしてい

くようにするとよい。 

２
時
間 

教
科
書
10
・
11
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

立 

ね
ん
土
の
と
く
ち
ょ
う
を
考
え
、
い
き
い
き
と 

し
た
動
き
の
あ
る
動
物
を
つ
く
る 

リ
ズ
ム
に
の
っ
て 

☆形や色、方法や材料について知り、造形的な

ものの見方や考え方を養う題材である。 

ここでは、動物たちが音楽に合わせて踊り出

したらたのしいしいだろうな、と想像したことを粘

土で立体に表す内容である。 

粘土の可塑性を十分に生かせるようにするこ

とが大切である。塊を大きくひねったり、つまみ

出したりしながら動きのあるポーズが変化する

たのしさや粘土という材料に夢中になってかか

わる感覚を十分に味わう。 

関：粘土の可塑性をたのしみながら、立体として

つくることに関心をもつ。 

発：生き生きとしたダンスの動きや生き物のたの

しい表情などを想像力豊かに表す。 

創：粘土の性質を十分に活用し、動きのあるポ

ーズやたのしい表情を工夫する。 

鑑：みんなの作品を集めることで、いっそうたの

しくなることを味わう。 

［共］ 粘土をひねったり、つまみ出したりした塊

の感じをとらえ、自分の表したい動きのあ

る立体のイメージをもつ。 

教師：粘土１～２ｋ

ｇ、粘土板、粘

土べら、針金、

竹ひご 

児童：ぬれタオル 

粘土による立体の制作は、小さいも

のをたくさんつくったり、大きな塊で共同

制作してきたり、個人で想像の動物をつ

くったりしてきた流れがある。中学年に

なって、やや大きな塊を使って１人で一

つの作品に取り組む題材である。 

動きのある形をつくるが、心材を使わ

ないので、細かい表現よりもバランスの

あるどっしりとした量感を生かした表現

になるように指導したい。 

量感のある形をつくり出すために、前

だけでなく側面や後ろからも観察して制

作に向かうことが、高学年やがては中

学校の立体制作や彫刻への基礎力と

なっていく。 

◎
め
あ
て 

心を開いて友達のことを知り、材料をたのしむ 

試したり見つけたりしながら造形的な表現を追求する 

形や色、方法や材料について知り、造形的なものの見方や考え方を養う 

 

  形や色、方法や材料について知り、造形的なものの

見方や考え方を養う活動である。 
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１
学
期
・
20
時
間 

４
～
６
時
間 

教
科
書
12
・
13
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

工 

角
ざ
い
な
ど
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
た
り
、 

木
へ
ん
を
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
た
の
し
む 

ギ
コ
ギ
コ
、
コ
ロ
コ
ロ
、
た
の
し
い
な
か
ま 

☆心を開いて友達のことを知り、材料をたのし

む題材である。 

ここでは、のこぎりで角材を切り、形を組み合

わせて思いついたものをつくってたのしむ内容

である。 

のこぎりという道具を使い、木とかかわってい

る実感や切ることに夢中になる遊びの感覚を大

切にしながら、たる木や小割などをいろいろな形

に切る。 

切った木切れを組み合わせてできた形から想

像を広げ、遊んだり、見合ったりすることで、友

達とのコミュニケーションの場をもつ。 

関：木の感触に親しみながら、用具を使って木を

切り、組み合わせてつくることに関心をもつ。 

発：切り取ってできる形や組み合わせてできる

形から、つくりたいものの発想を広げる。 

創：用具の扱いに慣れ親しみながら、工夫して

つくる。 

鑑：友達の作品に関心をもって見たり、一緒に

つくったりする。 

［共］ 木切れの形や色、それらの組み合わせを

試しながら、それらがつくり出す形の感じを

とらえ、自分なりのイメージをもつ。 

教師：角材、板

材、木工用具、

紙やすり、木工

用接着剤、くぎ 

児童：木片、身辺

材料、カラーペ

ン 

手引きの両刃のこぎりあるいは方刃

のこぎりで角材などを切ることを習得す

る題材である。角材を切ったり、万力を

利用して切ったりなど、手引きのこぎり

を使う際の技能を身につけるように指

導したい。 

上級学年では、電動糸のこぎりを扱

ったり、ここで習得したのこぎりの扱いを

生かして、木を材料とする工作に表した

り、中学校では工芸の制作につながっ

ていく基礎となる題材である。 

４
～
６
時
間 

教
科
書
14
・
15
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵 

色
づ
く
り
や
筆
使
い
な
ど
を
く
ふ
う
し
て
、 

気
に
入
っ
た
木
を
か
く 

木
々
を
見
つ
め
て 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは身のまわりにあるものから感じたこと

をもとにテーマを見つけ、表し方をいろいろ試し

ながら表現する内容である。 

木々の形や色などの組み合わせや動き、自

然のもつ生命感などに注目して、自分なりに感

じた木々を表現する。表し方は、筆のストローク

やタッチ、混色や重色などをいろいろ試して、自

分が気に入った方法を工夫させたい。 

関：身近にある木々から表したいことを見つけ、

たのしく表現する。 

発：身近にある木々を見たり触れたりしたことか

ら表したいことを思いつく。 

創：水彩絵の具や筆など用具のいろいろな扱い

方を試し、表したい感じになるよう表し方を工

夫する。 

鑑：自分の選んだ木々のよさを感じながら見た

り、表現した自他の作品を、関心をもって見た

りする。 

［共］ 身近にある木をかくことを通して、木々の

形や色の組み合わせなどの感じをとらえ、

これをもとに自分の表したい木のイメージ

をもつ。 

教師：画用紙（四

つ切り） 

児童：水彩用具

一式、その他

必要に応じて

鉛筆や水性ペ

ンなど 

木を対象としてよく見つめたり、触っ

てその感触を確かめたりして、木のもつ

特徴や幹の感じをとらえ、色や筆遣いを

工夫して描く題材である。 

見つめることや、絵の具の色使い、

筆の扱いなど、中学年で学んできたこと

を大切に、表現を深めていく。この態度

が高学年の絵画へとつながっていく。 
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学 
期 

時 
間 

指導
要領 

めあて
と重点
活動 

題
材
名 

学習の内容 評価の観点 主な材料・用具 小・中一貫の視点 

１
学
期
・
20
時
間 

２
時
間 

教
科
書
16
ペ
ー
ジ 

表
現
(１) 

遊 

え
だ
と
え
だ
の
つ
な
ぎ
方
を
く
ふ
う
し
て 

思
い
つ
い
た
活
動
を
す
る 

み
ん
な
で
ど
ん
ど
ん
、
む
す
ん
で
つ
な
い
で 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、木の枝と枝をひもでつなぐ活動から

発想し、つなぎ方やつないだ形のよさ、美しさ、

おもしろさなどを確かめながら表現する内容で

ある。 

また、ある場所から枝をつないだり置いたり

する活動を行ったり、つないだものを好きな場

所に持っていき、活動をさらに広げるなど様々

な展開をたのしむ。 

関：木の枝などをひもでつなぐ活動をたのしみな

がら表す。 

発：材料の形や色、場所などを考えて、発想豊か

に木の枝などをひもでつないでいく。 

創：枝と枝のつなぎ方や全体の様子などを考え

ながら、工夫してつないでいく。 

鑑：枝の形や組み合わせたときの感じやなど自

分や友達の活動のよさやおもしろさに気づき、

味わう。 

［共］ 枝と枝をつなぐ行為から、枝の形や色の

組み合わせなどの感じをとらえ、自分のした

い活動のイメージをもつ。 

教師：木の枝、ひ

も、ビニタイ、

小刀、のこぎり 

児童：木の枝 

形が不定形の枝木をつないでいく

造形遊びの題材である。 

低学年でいろいろな材料をつないで

きたが、その経験を生かして、集めて

きた枝を組み合わせてつなぎ方を工

夫し、つないではまた新しい形をつくり

出していく題材である。 

ここでは、接着剤を使わないで枝を

つなぎ合わせていく技法を習得した

い。 

２
時
間 

教
科
書
17
ペ
ー
ジ 

鑑
賞 た

が
い
の
形
や
色
の
感
じ
方
の
ち
が
い
を 

た
の
し
ん
だ
り
、
味
わ
っ
た
り
す
る 

カ
ー
ド
で
味
わ
う
、
形
・色 

☆心を開いて友達のことを知り、材料をたのし

む題材である。 

ここでは、まず、形や色を表す言葉を考えて

「言葉のカード」をつくり、その言葉から思いつい

た形や色の感じを、色紙などを切ったり、絵の

具などでかいたりして、「形・色のカード」をつく

る。 

そして、つくった「言葉のカード」と「形・色のカ

ード」を並べ、互いのイメージの違いやおもしろ

さを味わう内容である。 

関：形や色で表すことをたのしむとともに、友達

の表現にも関心をもって見る。 

発：言葉をもとに形や色の組み合わせを考え、い

ろいろと試しながら発想を広げて表す。 

創：言葉から思いついたイメージを形や色に生か

しながら、工夫して表す。 

鑑：友達と互いのイメージの違いやおもしろさに

気づき、味わう。 

［共］ 自他の感じ方の違いを通して、形や色、組

み合わせなどの感じをとらえ、これをもとに

自分なりのイメージをもつ。 

教師：画用紙（カ

ード）、色画用

紙、色紙など 

児童：はさみ、の

り 、 カ ラ ー ペ

ン、水彩用具

一式、雑誌、広

告、包み紙な

ど 

いろいろな表し方や材料による感じ

の違いを鑑賞を通して体験する題材

で、言葉から想像するイメージの違い

を味わう内容である。 

３・４上では触覚感の違い、３・４下

では言葉から思い起こすイメージの違

いに焦点を当てている。 

中学年では、どちらも抽象的なもの

を目に見える形と色に表し、それを味

わうという高度な内容である。 



41 

２
学
期
・
24
時
間 

４
～
６
時
間 

教
科
書
20
・
21
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

工 

か
ん
た
ん
な
し
く
み
を
生
か
し
て 

動
く
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る 

パ
ッ
ク
パ
ク 

☆形や色、方法や材料について知り、造形的な

ものの見方や考え方を養う題材である。 

ここでは、輪切りにした牛乳パックに割りばし

をつけて動かす仕組みをつくり、牛乳パックの

いろいろなところに紙を貼って、その動きからイ

メージを広げてつくりたいものを発想してつくる

内容である。 

つくりたいものに合った効果的な材料を選ん

だり、イメージに合った動きが生まれるように、

紙の貼り方やつくり方を工夫したりする力を育

てたい。 

関：動く仕組みをもとに、つくりたいものを探した

り、工夫したりしてつくる。 

発：動く様子からイメージを広げ、つくりたいもの

を思いついたり、つくり方を考えたりする。 

創：つくりたいものの動きに合った材料を選んだ

り、手順などを工夫したりしてつくる。 

鑑：互いの作品を見て、工夫のよさに気づき、共

感する。 

［共］ 動くくしくみから、思いついた形や色の組

み合わせを考えて、自分のつくりたいおもち

ゃのイメージをもつ。 

教師：割りばし、

造形紙、色画

用紙、モール、

カ ッ ターナイ

フ、カッターマ

ット、クリップ 

児童：牛乳パッ

ク、はさみ、接

着剤、カラーペ

ン、セロハンテ

ープ 

身近な材料である牛乳パックを使っ

た工作である。切った牛乳パックに割り

ばしをつけて動かし、その動きから想

像しておもちゃをつくる題材である。 

仕組みを使った工作の系列で、低学

年では仕組みは限定された中でのおも

ちゃづくりであったが、中学年では、仕

組みをつくる材料は簡単でも、その動

かし方や発想力は、自分で考えてつく

るところが高度になっている。 

２
時
間 

教
科
書
22
・
23
ペ
ー
ジ 

表
現
(１) 

遊 

ざ
い
り
ょ
う
や
場
所
の
と
く
ち
ょ
う
か
ら 

思
い
つ
き
、
く
ふ
う
し
て
活
動
を
す
る 

い
い
場
所
見
つ
け
て
か
こ
ん
で
み
た
ら 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、校庭の木立や斜面、遊具など気に

入った場所を面で囲うことから想像を広げて思

いついた活動を工夫していく内容である。 

仕切ることから生まれた空間と、様々な材料

とのかかわりから見慣れた場所に対する感じ方

が変わることをたのしみながら活動を展開して

いく。 

 

関：場所を見つけ、囲むことから思いついた活動

に意欲的に取り組む。 

発：場所を囲むことから発想を広げ、材料を選び

ながらやりたいことを思いつく。 

創：材料の扱いを工夫しながら表す。 

鑑：囲んだ場所のおもしろさを感じたり、自分や

友達の活動のよさを感じたりする。 

［共］ ロール紙などでその場を囲む行為やその

場所に合った活動を通して、形や色の組み

合わせや自分でしたい活動のイメージをもつ。 

教師：ロール紙、

ストレッチフィ

ルム、ラップ、

段ボール 

児童：水彩用具

一式、身辺材 

広い場所でのダイナミックな活動で

ある。中学年のもつスピード感やエネ

ルギーを生かして活動させたい。 

広い場所をもとにした活動は、高学

年になると、さらに空間や奥行きを感じ

る造形遊びへとつながっていく。材料や

場所と存分にかかわれる時間を確保し

たい。 

４
～
６
時
間 

教
科
書
24
・
25
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵 

言
葉
や
お
話
か
ら
想
ぞ
う
し
た
こ
と
を 

く
ふ
う
し
て
か
く 

ま
ほ
う
の
力
を
も
つ
時
計 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、時刻を示す時計が、不思議な力を

もっていたらどんなことが起きるか、みんなで話

し合うことから自分なりにたのしく想像の世界を

広げて考える。 

これまでに経験した表現方法を生かしたり、

新たな表現方法を見つけたりして、そのお話を

絵に表す内容である。 

関：「不思議な力をもつ時計」という言葉から発想

を広げてお話を考え、たのしく表現する。 

発：「不思議な力をもつ時計」のお話を想像力豊

かに発想し、表し方を考える。 

創：表したいものの感じがよく表れるように、経験

や発見を生かして絵の具や他の描画材料の

扱いを工夫する。 

鑑：自他の表現や感じ方のよさに気づく。 

［共］ 魔法の力をもつ時計という言葉やお話か

ら形や色を思い浮かべて、それもとに自分

の表したいもののイメージをもつ。 

教師：画用紙、色

画用紙、（四つ

切り、正方形

や細長い形の

ものも考えら

れる） 

児童：水彩用具一

式、クレヨン・パ

ス、カラーペン

などこれまでに

使ったことのあ

る描画材料、包

装紙など模様の

きれいな紙類 

言葉やお話から想像する絵画の系

列の題材である。 

低学年では、「できたらいいな、こん

なこと」「ゆめのぼうけんものがたり」と

いう自分の身のまわりの出来事に題材

をとってきたが、中学年では、言葉やお

話で想像を広げる世界が拡大してく

る。高学年の｢窓の向こうは…｣につな

がっていく。 

中学年らしい発想や想像力の広がり

を大切にして取り組ませたい。技法とし

ても、これまでに学んできた描画材を

組み合わせてかくなど、様々な工夫も

活かすよう指導したい。 
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学 
期 

時 
間 

指導
要領 

めあて
と重点
活動 

題
材
名 

学習の内容 評価の観点 主な材料・用具 小・中一貫の視点 

２
学
期
・
24
時
間 

４
～
６
時
間 

教
科
書
26
・
27
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

工 

板
や
あ
つ
紙
を
使
っ
て
、
生
活
に
役
立
つ
入
れ
物
や 

箱
を
つ
く
る 

つ
く
っ
て
、
つ
か
っ
て
、
た
の
し
ん
で 

☆形や色、方法や材料について知り、造形的な

ものの見方や考え方を養う題材である。 

ここでは、棚や箱といった収納機能をもつも

のやその構造を、板や造形紙などの材料を使

って制作し、実際に使うことを通して学び取る。 

また、つくりたい内容に合わせて材料や用具

を扱ったり、手順や方法を確かめたりしながら

表す内容である。 

関：棚や入れ物など、構造的で用途のあるもの

をつくることに関心や意欲をもつ。 

発：切った形などを組み合わせながら自分なり

の用途や構造、全体の形を考える。また、つ

くる手順や方法などの見通しをもつ。 

創：つくりたいものの丈夫さや容量、美しさに合

った材料や用具の扱いを工夫する。 

鑑：各々の表し方の違いや工夫のよさなどを感

じ取り、伝え合う。 

［共］ 板材や紙を材料として、その材料の形や

色の組み合わせを試しながら、そのよさをと

らえ、それをもとに、自分でつくりたいものの

イメージをもつ。 

教師：〈板の場

合〉シナベニ

ヤ板（厚さ３～

４mm）、補助的

に角材や胴縁

材、枝など。木

工用具、くぎ、

紙やすり、木工

用接着剤 

〈紙の場合〉 

厚口造形紙、

接着剤、クリッ

プ、カッターマ

ット 

児童：身辺材、

水彩用具、30

㎝定規、鉛筆、

カッターナイフ 

木材の工作の系列題材と、紙を主材

料とする工作系列の選択的扱いの題材

である。 

木工作の系列としては、「ギコギコ、コ

ロコロ、たのしいなかま」の、のこぎりの

扱いから、高学年の電動糸のこぎりへと

つながっている。 

また、紙工作の系列としては、「かみを

立てたかたちから」のカッターナイフの扱

いからつながる題材である。 

のこぎりの扱いは、高学年の工作、中

学校美術（工芸）や、中学校技術へとつ

ながっている。 

４
～
６
時
間 

教
科
書
28
・
29
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵
（版
） 

す
る
た
の
し
さ
か
ら
思
い
つ
い
た
こ
と
を
く
ふ
う
し
て 

木
は
ん
に
表
す 

ほ
る
と
出
て
く
る
ふ
し
ぎ
な
花 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、最初の２時間では、彫らない木版

画として刷りのたのしさを味わう活動を行う。イ

ンクの量や色の重ね方を工夫しながら、３～５

枚のベースとなる紙の表現をたのしませる。次

時は、この刷った紙の形や色から想像を広

げ、版木の裏面に彫り、版をつくる内容であ

る。これは高学年の彫り進み木版へ発展する

活動であるが、ここでは２版を重ねて刷ると

「彫ったところに下地（紙）の色が出てくる」こと

を予想しながら、彫刻刀による彫りの違いをた

のしむことに重点を置きたい。また、数枚の作

品づくりの中で重ねるインクの色やつけ方の

効果をいろいろ試しながら刷る。 

関：インクをつけて刷ったり、版を彫刻刀で彫っ

たりするたのしさを味わう。 

発：刷りのたのしさから想像を広げ、彫りや刷り

を工夫して表す。 

創：彫りや刷りなど、いろいろ試しながら効果的

に表す。 

鑑：友達の表したかったことや彫りや刷りのよさ

を味わう。 

［共］ 彫ると出てくる形や刷り重ねる色の組み

合わせなどを試しながら、それらがつくり

出す形や色の感じをとらえ、自分の表した

い版画のイメージをもつ。 

教師：版画板、

版画用紙、版

画インク、ロ

ーラー、練り

板、ばれん、

ドライヤー 

児童：彫刻刀、

タオル、新聞

紙 

「版に表す」題材の系列である。低学

年では、雑材、紙などを版にしてきたが、

ここで初めて彫刻刀の扱いを学ぶことに

なる。刀の扱いに十分気をつけて使い方

に慣れることが大切である。 

上級学年でも使うので、ここで安全も

含めて、しっかりと体験させることが大切

である。 
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２
学
期
・
24
時
間 

２
時
間 

教
科
書
30
ペ
ー
ジ 

表
現(

２) 

絵 

形
を
変
え
た
「自
分
マ
ー
ク
」を
た
く
さ
ん
か
く 

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
つ
め
こ
む
と
！ 

☆形や色、方法や材料について知り、造形的

なものの見方や考え方を養う題材である。 

ここでは、どんなものに、それぞれの「自分マ

ーク」を詰め込むとおもしろいか（自分マークと

入れ物との関係）を想像し、話し合う。 

入れるものを決めたら、「自分マーク」をぎゅ

うぎゅうに詰め込むようにかいていく。「自分マ

ーク」の形を自由に変形（デフォルメ）したり、表

現に合わせて色を変えたりして、表現を工夫し

てかく。 

表現に応じて、必要なものをつけ加えて完成

する。 

関：形を自由に変形（デフォルメ）したり、色を変

えたりしてかく表現に興味や関心をもつ。 

発：「自分マーク」と入れ物の形や用途などを関

連づけて考え、たのしい「ぎゅうぎゅうづめ」の

表現を思いつく。 

創：「自分マーク」の形や色を表現に応じて自由

に変形（デフォルメ）したり、色を変えたりして

かく。 

鑑：「自分マーク」と入れ物の形や用途などの関

連、形の変形など、形や色を組み合わせた表

現のおもしろさやたのしさなど気づく。 

［共］ 自分マークを入れ物にぎゅうぎゅうに詰め

込んだら、どんな形や色になるのかを想像

し、それをもとに、かく絵のイメージをもつ。 

教師：画用紙（16

切り） 

児童：鉛筆、カラ

ーペン 

発想・構想を大切にする絵画題材であ

り、遊びの要素も大切に「自分マーク」を

もとに絵に表す系列の題材である。 

一つの形をもとに、それを様々に変形

させてイメージをつくっていく内容は、高

学年にもつながる発想の基礎となると同

時に、中学校美術においても、デザイン

の領域などにつながる。 

３
学
期
・
16
時
間 

２
時
間 

教
科
書
31
ペ
ー
ジ 

表
現
(１) 

遊 

だ
ん
ボ
ー
ル
や
場
所
の
と
く
ち
ょ
う
か
ら
思
い
つ
き
、 

く
ふ
う
し
て
活
動
す
る 

だ
ん
ボ
ー
ル
、
切
っ
て
、
つ
な
い
で 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、段ボールをいろいろな形に切るこ

とをたのしみ、できた形をつないだり、組み合

わせたりしながら、試すたのしさや発見する喜

びを味わう内容である。 

室内のあらゆる場所とかかわりながら試し、

気に入った表現をする。 

関：段ボールを切ったりつないだりすることをた

のしみながら表す。 

発：切った形をいろいろに組み合わせながらイ

メージをふくらませて表す。 

創：カッターナイフの扱いに慣れ、段ボールの

つなげ方を工夫する。 

鑑：自分や友達の活動のよさやおもしろさに気

づき、認め合う。 

［共］ 材料とのかかわりの中で質感や大きさ

などを身体的にとらえ、どこでどのような

形や大きさで再構築していこうかというイメ

ージをもつ。 

教 師 ： 段 ボ ー

ル、カラー段

ボール、片面

段ボール、カ

ッターナイフ、

段ボールカッ

ター、カッター

マット、粘着テ

ープ、ひもな

ど 

児 童 ： 段 ボ ー

ル、接着剤 

３・４上で「だんだんだんボール」に取

り組んだが、箱を組み合わせたり、積み

上げたりという活動であった。 

ここでは、段ボールを切断して、思い

に合わせた形へと組み合わせたり、接着

したりして造形的操作を必要とする、より

高度な内容になっている。 
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学 
期 

時 
間 

指導
要領 

めあて
と重点
活動 

題
材
名 

学習の内容 評価の観点 主な材料・用具 小・中一貫の視点 

３
学
期
・
16
時
間 

４
時
間 

教
科
書
32
・
33
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

立 

紙
ね
ん
土
と
身
近
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、 

思
い
つ
い
た
も
の
を
く
ふ
う
し
て
つ
く
る 

願
い
の
種
か
ら 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現を

追求する題材である。 

ここでは、小さな願いや大きな夢をかなえて

くれる「種」から芽が出たら、どんな花や実が

なるのか、枝葉の形や種の形にも思いをふく

らませ、つくりながら工夫する内容である。 

紙粘土や身近な材料を使って組み合わせ

を試し、自分の思いが形になっていくたのしさ

を味わう。 

種は、「願いを思わせる形」を考え、紙粘土

を使う。発泡スチロールを削ったり、段ボール

を重ねたりして芯材にすることもできる。枝や

葉、花や実にできる身近な材料の特徴を試

し、つくりたいものに合った材料を選んで伝わ

る形にしていく。 

関：身近な材料に興味をもち、自分の願いや夢

を伝えるたのしさを味わいながら取り組む。 

発：試しながら表したいことを見つけ、形や色

のよさを考えたり、材料を見立てたりする。 

創：身近な材料や用具の特徴を生かして組み

合わせを試し、自分なりの表し方をくふうす

る。 

［共］ 形や色、材料の組み合わせなどを試し

ながら、それらがつくり出す形の感じをと

らえ、自分の願いをどういう感じで表した

いのか、という自分なりのイメージをもつ。 

教師：紙粘土（土

台には重量の

ある石塑系、

実になるものに

は軽量系がよ

い）、接着剤、

段ボール、発

泡スチロール、

線材料（竹ひ

ご、籐材、紙

テープなど） 

児童：はさみ、カ

ッターナイフ、

絵の具、身辺材

料（牛乳パッ

ク、ペットボト

ル、紙皿、紙ス

プーンなど） 

雑材による立体表現の系統である。 

低学年では、紙箱や透明容器、靴下な

どの布製の小物を材料として立体表現を

してきたが、その経験をもとに紙粘土（石

塑）を主材料とした立体表現に取り組む。 

土粘土とは違った材質感をもつ材料で

の立体表現で、高学年の針金や、中学校

美術での様々な材料による彫刻制作など

につながっていく。 

２
～
６
時
間 

教
科
書
34
・
35
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵 

つ
た
え
た
い
こ
と
を
カ
ー
ド
に
し
て
た
の
し
む 

※
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド 

☆心を開いて友達のことを知り、材料をたのし

む題材である。 

ここでは、自分が経験したことの中から、感

動したこと、発見したこと、想像をふくらませた

り、自分なりの方法で工夫したりしてたのしん

だことなど、伝えたいことを絵葉書やカードに

して表す内容である。 

今までの経験を生かして材料や表現方法を

工夫して、自分なりの表現をたのしむ。 

できた手紙やカードを相手に送り、感動を

造形的に伝えるたのしさを味わう。 

関：自分の体験や感動を絵に表し、相手に伝

えることをたのしむ。 

発：感動したこと、想像したことなど、表したい

ことを思いつき、どのような方法で表すか、

構想を練る。 

創：表したいことが相手に伝わるように材料や

表現方法を工夫する。 

鑑：実生活の中で伝え合うことの喜びを味わ

い、互いの表現のよさを感じ取る。 

［共］ 伝えたい言葉に合うような形や色、組み

合わせの感じをとらえ、つくりたい自分な

りのカードのイメージをもつ。 

教師：葉書大の

画用紙、絵の

具遊びの際

の試作品など 

児童：水彩用具

一式、カラー

ペン、布や木

の葉など自分

の表現に必

要な材料 

｢伝え合うことから発想する｣系列の題

材で、１･２下の「ひらいて見てね、わたし

のえてがみ」からつながっている。 

この題材では、にじみを生かしたり、木

の枝を貼りつけたり、墨で文字を書いたり

と、これまでに学んだ経験を様々に生か

すことができる。 

さらに、紙を折ってカードにするなど、

一人ひとりの経験を生かした工夫を認め

ていきたい。 

伝えたい相手を考えた造形は、中学校

美術のデザイン領域にもつながる題材で

ある。 
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３
学
期
・
16
時
間 

４
～
６
時
間 

教
科
書
36
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

絵 

さ
か
さ
ま
に
見
る
と
、
ち
が
う
顔
に
見
え
る
絵
を 

く
ふ
う
し
て
か
く 

※
く
る
っ
と
回
っ
て
、
ご
き
げ
ん
い
か
が 

☆試したり見つけたりしながら造形的な表現

を追求する題材である。 

ここでは、割りピンなどを中心に複数の画用

紙が回転する仕組みを使って表現する内容で

ある。 

盛岡の民芸品である「けっちゃ面」がそうで

あるように、回転して表情が変わったり、人物

が入れ代わったりする顔をかく。また、その回

転して表情が変わる顔から想像を広げ、土台

となる画用紙に胴体や場面などをたのしみな

がら表現していく。また、友達と見せ合いなが

ら、お互いのおもしろいところや工夫したところ

などを認め合う。 

関：回転する仕組みや顔の変化に関心をも

つ。 

発：変化する顔を思いつき、回転する仕組みを

もとに発想を広げる。 

創：回転する仕組みから、工夫しながら絵に表

す。 

鑑：自他のよさをたのしみながら認め合う。 

［共］ しかけのある絵をかくことを通して、形や

色、組み合わせなどをとらえ、自分の表し

たいイメージをもつ。 

教師：画用紙、

割りピン、目

打ち、シール

など 

児童：鉛筆、水

彩用具一式、

これまでに経

験 し た 描 画

材、はさみ 

「伝え合うことから発想する」系列の題

材で「ハッピーカード」と選択題材になって

いる。 

この題材は、伝え方にユーモアや見立

ての能力が必要とされるので、中学年ら

しいやや高度な内容となっている。 

「伝える、伝達する」意図をもった造形

は、伝える相手に一番伝わりやすい造形

を考えるという点で、中学校のポスターな

どのデザイン領域につながっていく。 

６
時
間 

教
科
書
37
ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

工 

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ラ
ン
プ
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
た
り 

力
を
合
わ
せ
て
て
ん
じ
し
た
り
す
る 

ゆ
め
い
ろ
ら
ん
ぷ 

☆心を開いて友達のことを知り、材料をたのし

む題材である。 

ここでは、色セロハンや油性マーカーなどの

光を通す材料で、自分の気に入った模様をペ

ットボトルなどの透明容器に施し、中から発し

た光に色をつけてたのしむ内容である。 

また、つくったランプを複数集めることで美し

さが大きく変わることを経験し、それらの並べ

方や展示の方法を工夫したり、さらには暗くし

た部屋の天井や壁などに反映された模様など

を意図的につくったりする。 

関：ランプの光から想像を広げ、より美しく見え

るための関心をもつ。 

発：材料や色の組み合わせを考え、試しながら

発想を広げる。 

創：光を通すとどのように見えるか工夫し、構

成や図柄を意識して表現する。 

鑑：自他のよさを認め合い、また集合すること

で生まれる効果を味わう。 

［共］ ランプをつくって協同で飾ることを通し

て、光を透す形や色の組み合わせなどを

とらえ、自分なりのイメージをもつ。  

教師：油性マー

カー、色セロ

ハン、針金、

ア ル ミ ホ イ

ル、カッターナ

イフ、ペンチ、

目打ち、ラン

プ（ LED ライ

ト） 

児童：ペットボト

ル、はさみ、

身辺材料 

中学年最後のまとめの題材である。 

総合的なかかわり合いを必要とする題

材の系列で、低学年では、「ピコリンせい

のカラフルパーティー」からつながってい

る持ち寄り共同的な題材である。高学年

での共同制作へとつながっていく。 

また、中学校美術の工芸のランプシェ

ード制作につながっていく。 
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頁 
指導
要領 

題
材
名 

学習の内容 主な材料・用具 

教
科
書
２
～
４
ペ

ー
ジ 

鑑
賞 

小
さ
な
美
じ
ゅ
つ

館 巻頭の「小さな美術館」では、各学年の子どもたちの興味・関心にあわせた作品を掲載するだけではなく、それぞれの作品に

ついて鑑賞の観点のうちの一つを吹き出しで入れた。また、１ページ大で扱う作家作品を必ず取り上げ、教室での鑑賞資料とし

て十分に対応できるようにした。 

 ここでは、「みんなのせかい」というサブタイトルで、生活の中にある情景を描いた作品を中心に掲載している。 

 

教
科
書
６
・７
ペ
ー

ジ 鑑
賞 

ゆ
め
を
か
た
ち
に 

子どもたちがその学年で出会う材料や表現方法を使っている作家の作品と子どもたちへのメッセージである。 

 ここでは、美術家の藤井雷さんに登場していただき、絵封筒に表した作品から思いをこめてかき続けること、つくり続けること

の大切さを子どもたちに伝えてもらった。 

 

教
科
書
18
・
19

ペ
ー
ジ 

表
現
(２) 

工 

ひ
ら
め
き
コ
ー

ナ
ー 

☆形や色、方法や材料について知り、造形的なものの見方や考え方を養う活動である。 

ここでは、厚紙の造形紙を使って簡単にできる紙工作の動くおもちゃを提案している。 

教師：色画用紙、色厚紙、段ボール、ア

ルミ針金、化学接着剤、はと目、はと

目パンチなど 

児童：色紙、はさみ、カッターナイフ、輪

ゴム、ストロー、接着剤など 

教
科
書
38
～
40
ペ

ー
ジ 

鑑
賞 

み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー 暮らしを豊かでたのしいものにするために造形が果たす役割は大きい。そのために、子どもたちに関心がもてそうな行事や

祭り、イベントなどを紹介している。 

 ここでは、「みんなでいっしょに」「間伐材を使って」「伝統の技を学ぶ」「教室をとびだして」「日本の祭り」の五つのテーマでくくっ

ている。 

 

教
科
書
41
～
43

ペ
ー

ジ 表
現
(２) 

 

絵 

工 

道
具
箱
・ 

パ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー 

道具は、造形活動においては、材料とともになくてはならないものである。子どもたちも自らの思いを実現させるために、道具

の正しく合理的な使い方を知ることは大切なことである。そのための手引きのページである。ここでは、のこぎりおよび小刀の使

い方について掲載した。木工作をするときに活躍する道具であるが、いろいろな学習や活動の場面で使われるので、繰り返し

活用し、自分の手のように扱えるようにしたい。 

 「ざいりょうはたからもの」では、材料を集める一つの視点として、「もう一度使えそうなもの」を提案している。 

また、「パレットコーナー」では、にじみや重色、混色など、水彩絵の具のいろいろいな表し方を示している。 

 

教
科
書
裏
表
紙 

鑑
賞 

つ
な
が
る
造
形 

 

身
近
な
と
こ
ろ
で 

「つながる造形」をテーマに、各学年に応じて、情景写真や授業写真などを掲載し、図画工作科からつながっていく、あるい

は、広がっていく内容を掲載している。ここでは、「身近なところで」のサブタイトルで、身のまわりにはすてきな形や色がたくさん

潜んでいることを知らせたい。 

 

 


